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（
二
面
へ
つ
づ
く
）

　
去
る
６
月
22
日
㈮
、

23
日
㈯
の
両
日
、
平
野

理
事
長
は
じ
め
役
員
、

各
支
部
長
及
び
青
年
部

等
25
人
が
福
島
県
南
相

馬
市
に
あ
る
東
北
電
力

㈱
南
相
馬
変
電
所
と
総

合
研
修
セ
ン
タ
ー
を
視

察
し
た
。
業
務
多
忙
の

中
、
東
北
電
力
岩
手
支

店
か
ら
送
配
電
カ
ン
パ

ニ
ー
田
中
部
長
が
２
日

間
添
乗
下
さ
り
、
よ
り

充
実
し
た
視
察
と
な
っ

た
。

　
最
初
の
視
察
地
で
あ

る
南
相
馬
変
電
所
で

は
、
冒
頭
、
原
町
技
術

セ
ン
タ
ー
種
村
所
長
の

挨
拶
に
続
い
て
、
鈴
木

制
御
専
任
課
長
か
ら
ご

説
明
を
頂
い
た
。

　
当
該
施
設
は
、
太
陽

光
発
電
や
風
力
発
電
な

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
受
入
の
拡
大
を

目
的
と
し
て
、
平
成
28

年
２
月
に
運
転
を
開
始

し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
を
復
興

の
大
き
な
柱
と
位
置
付

け
て
い
る
福
島
県
の
復

興
に
資
す
る
取
り
組
み

と
な
る
よ
う
、
一
般
社

団
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
促
進
協
議
会
が
公

募
し
た
「
大
容
量
蓄
電

シ
ス
テ
ム
受
給
バ
ラ
ン

ス
改
善
実
証
事
業
」
の

採
択
を
受
け
、
平
成
27

年
５
月
〜
設
置
工
事
を

進
め
て
い
た
も
の
。

Ⅰ
　
シ
ス
テ
ム
の
概
要

・
シ
ス
テ
ム
性
能　
出

力
４
万
ｋ
Ｗ
、
容
量
４

万
ｋ
Ｗ
ｈ
。
蓄
電
池
の

種
類
は
、
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
、
数
量
は
、

蓄
電
池
盤
28
面
、
コ
ン

テ
ナ
80
台
。

Ⅱ
　
用
途
運
用
方
法

・
需
給
バ
ラ
ン
ス
改
善

　
気
象
条
件
で
出
力
が

変
動
す
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大

に
伴
い
、
電
力
供
給
が

需
要
を
上
回
る
恐
れ
が

生
じ
る
場
合
に
は
、
蓄

電
池
で
余
剰
電
力
を
吸

収
し
、
逆

に
需
要
が

高
ま
る
時

間
帯
に
は

蓄
電
池
か

ら
放
電
す

る
運
用
を

行
う
こ
と

で
、
発
電

量
と
消
費

量
の
バ
ラ

ン
ス
を
改

善
し
、
再

生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー

の
受
入
拡
大
に
貢
献
。

・
無
効
電
力
制
御
に
よ

る
系
統
電
圧
変
動
抑
制

　
気
象
条
件
に
よ
っ
て

出
力
が
変
動
す
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
影

響
で
電
力
系
統
の
電
圧

が
不
安
定
に
な
ら
な
い

よ
う
無
効
電
力
の
出
力

機
能
に
よ
り
電
圧
変
動

を
抑
制
。

Ⅲ
　
東
北
電
力
の
系
統

用
地
区
電
池
シ
ス
テ
ム

　
系
統
用
蓄
電
池
シ
ス

テ
ム
は
、
西
仙
台
変
電

所
に
次
い
で
、
南
相
馬

変
電
所
へ
の
設
置
が
２

か
所
目
。

　
同
じ
蓄
電
池
シ
ス
テ

ム
で
は
あ
る
が
、用
途・

運
用
方
法
に
は
大
き
な

違
い
が
あ
る
。　

　
西
仙
台
変
電
所
の
蓄

電
池
シ
ス
テ
ム
は
、
気

象
条
件
に
よ
り
変
化
す

る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

出
力
変
動
に
伴
う
周
波

変
動
対
策
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
性

能
は
、
南
相
馬
変
電
所

は
西
仙
台
の
２
倍
の
出

力
と
容
量
が
あ
る
ほ

か
、
無
効
電
力
制
御
機

能
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
次
の
訪
問
先
で
あ
る

東
北
電
力
総
合
研
修
セ

ン
タ
ー
は
、
同
じ
南
相

東北電力㈱ 南相 馬 変 電 所
総合研修センター

組合研修事業

平野理事長ら25名が視察研修
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（
一
面
よ
り
つ
づ
く
）

馬
市
原
町
区
に
あ
り
、

阿
武
隈
高
地
の
裾
野
に

広
が
り
、
太
平
洋
に
面

し
た
穏
や
か
な
海
岸
性

気
候
と
豊
か
な
自
然
の

中
に
あ
っ
た
。

　
到
着
し
て
す
ぐ
中
村

所
長
の
歓
迎
挨
拶
に
続

き
、
か
つ
て
本
県
で
勤

務
し
た
経
験
の
あ
る

佐
々
木
主
任
講
師
か
ら

説
明
を
頂
い
た
。

　
施
設
は
、
平
成
２
年

に
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
そ
の
後
既
存

の
研
修
部
門
と
統
合
さ

れ
、
平
成
12
年
に
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー
と
し
て

発
足
し
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

　
社
員
の
専
門
性
、
総

合
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

を
高
め
る
と
と
も
に
、

自
己
革
新
を
図
り
業
務

の
改
革
を
主
体
的
に
実

行
す
る
自
立
行
動
型
の

人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。

　
以
来
、
年
間
延
べ
４

万
人
も
の
受
講
生
や
講

師
を
迎
え
電
気
事
業
の

プ
ロ
を
育
成
し
て
い

る
。

　
施
設
は
、
東
京
ド
ー

ム
８
個
分
に
相
当
す
る

広
大
な
面
積
を
有
す
土

地
に
本
館
研
修
棟
、
実

習
棟
、宿
泊
棟
の
ほ
か
、

実
際
の
作
業
と
同
一
訓

練
が
で
き
る
実
習
場
等

か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
本
館
研
修
棟
は
研
修

室
24
室
（
４
人
〜
１
５

０
人
用
）
講
師
控
室
５

室
。
フ
ロ
ン
ト
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
、
食
堂
、
テ
ィ
ー
ル

ー
ム
、
売
店
な
ど
を
備

え
て
い
る
。

　
実
習
棟
１
階
に
は
、

配
電
盤
実
習
室
、
特
高

機
器
事
実
習
室
、
水
力

発
電
実
習
室
な
ど
が
あ

る
。

　
２
階
に
は
、
系
統
操

作
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー

室
、
土
木
施
工
管
理
実

習
室
、
配
電
文
化
伝
承

室
等

　
３
階
に
は
、
配
電
自

動
化
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー

室
、内
線
工
事
実
習
室
、

電
力
量
計
シ
ュ
ミ
レ
ー

タ
ー
室

　
４
階
に
は
、
研
修
室

２
０
０
人
用
、
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
実
習
室
な

ど
　
宿
泊
棟
は
宿
泊
室
３

０
０
室
、
談
話
室
、
洗

濯
室
、
浴
室
が
備
え
ら

れ
て
い
る
。

　
実
習
場
（
屋
外
）
に

は
、
実
習
用
変
電
所
、

送
電
実
習
場
、
配
電
実

習
場
が
備
え
ら
れ
て
い

る
。

　
研
修
は
、一
般
研
修
、

技
術
研
修
、
電
力
高
度

専
門
ア
カ
デ
ミ
ー
の
３

つ
に
大
別
さ
れ
る
。

　
Ⅰ
一
般
研
修
：
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
や
仕
事
の

基
本
を
身
に
着
け
る
新

入
社
員
研
修
か
ら
、
管

理
職
と
し
て
の
役
割
や

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎

を
習
得
す
る
た
め
の
新

任
管
理
職
研
修
等
、
階

層
別
に
研
修
が
実
施
さ

れ
る
。

　
Ⅱ
技
術
研
修
：
実
習

場
に
お
け
る
実
技
研
修

や
実
機
器
を
模
し
た
シ

ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
装
置
を

使
っ
た
研
修
に
よ
り
、

給
電
部
門
、
発
変
電
部

門
、
送
電
部
門
、
配
電

部
門
、
情
報
通
信
部
門

そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
メ
ニ

ュ
ー
部
門
別
に
分
か
れ

て
お
り
、
技
術
力
の
向

上
と
技
術
の
継
承
を
図

っ
て
い
ま
す
。　

　
Ⅲ
電
力
高
度
専
門
ア

カ
デ
ミ
ー
：
厳
し
い
選

考
で
選
抜
し
た
技
術
系

社
員
を
受
講
生
と
し
て

迎
え
、
職
場
の
中
核
と

な
る
人
財
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
半
年
間
の
長
期

研
修
。

　
社
外
講
師
に
よ
る
基

支部
トピックス

大船渡支部

名
勝
・
高
田
松
原
の

再
生 

 
 

　
日
本
の
渚
百
選
に
も

選
ば
れ
た
高
田
松
原

は
、
江
戸
時
代
に
菅
野

杢
之
助
さ
ん
と
松
坂
新

右
衛
門
さ
ん
が
、
私
財

を
投
げ
う
っ
て
松
苗
を

植
え
た
も
の
で
す
。
守

り
育
て
た
先
人
達
に
よ

っ
て
、
ク
ロ
マ
ツ
・
ア

カ
マ
ツ
の
７
万
本
か
ら

な
る
白
砂
青
松
の
高
田

松
原
松
に
囲
ま
れ
た
遊

歩
道
は
、
市
民
の
憩
い

の
場
で
あ
り
、
ま
た
多

く
の
観
光
客
・
海
水
浴

客
で
賑
わ
っ
た
景
勝
地

で
す
が
、
23
年
３
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
、
市
街
地
諸
共

壊
滅
的
被
害
を
受
け
、

見
る
に
堪
え
な
い
惨
状

を
呈
す
る
に
至
り
ま
し

た
。

　
た
だ
全
国
的
に
も
話

題
に
な
っ
た
奇
跡
の
一

本
松
だ
け
倒
れ
ず
、
荒

波
に
耐
え
立
ち
尽
く
し

た
も
の
の
枯
れ
果
て
、

今
は
レ
プ
リ
カ
と
し
て

立
っ
て
い
ま
す
。

　
津
波
か
ら
人
命
・
財

産
・
国
土
を
守
る
目
的

で
、
25
年
３
月
か
ら
第

一
線
堤
海
抜
３
ｍ
・
第

二
線
堤
が
12
・
５
ｍ
の

高
さ
の
海
岸
災
害
復
旧

工
事
に
と
り
か
か
り
３

年
半
に
亘
る
工
事
の

末
、
完
成
に
至
り
ま
し

た
。

　
第
一
線
堤
と
第
二
線

堤
の
間
に
植
樹
エ
リ
ア

が
造
成
さ
れ
て
お
り
、

高
田
松
原
を
守
る
会
は

岩
手
県
・
陸
前
高
田
市

と
の
連
携
の
下
、
多
く

の
支
援
団
体
・
市
民
の

協
力
を
得
て
、
松
く
い

虫
に
強
い
品
種
改
良
さ

れ
た
松
苗
や
、
震
災
前

に
拾
っ
て
あ
っ
た
マ
ツ

ボ
ッ
ク
リ
の
実
生
苗
を

育
て
、
由
来
の
松
苗
を

含
み
一
万
本
を
目
標
に

守
る
会
を
中
心
に
植
樹

に
励
ん
で
お
り
、
ま
た

工
事
業
者
を
含
め
て
四

万
本
の
植
樹
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

植
栽
後
の
下
草
刈

り
・
間
伐
等
の
管
理
が

今
後
も
課
題
で
あ
り
ま

す
が
、
守
る
会
を
中
心

と
し
た
地
元
市
民
の
協

力
の
下
、
震
災
前
と
同

じ
景
観
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
長
期
未
来
を
見

据
え
て
取
り
組
ん
で
い

く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
高
田
松
原
の

象
徴
で
あ
る
白
砂
浜
の

再
生
に
、
宮
城
県
大
和

町
か
ら
砂
を
買
い
受

総合研修センター
中村所長

け
、
船
で
搬
送
し
渚
に

30
ｍ
か
ら
50
ｍ
の
幅
で

砕
石
を
敷
き
締
め
た
基

礎
部
分
の
上
に
、
１
ｍ

の
厚
さ
に
砂
を
盛
り
そ

の
砂
浜
の
長
さ
１
７
０

０
ｍ
及
び
、
一
部
７
０

０
ｍ
海
水
浴
場
と
し
て

活
用
す
る
事
業
は
最
終

段
階
に
あ
り
本
年
度
中

に
完
了
し
ま
す
。

　

復
興
精
神
の
根
幹

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
主

体
で
な
く
、
気
の
遠
く

な
る
よ
う
な
事
業
で
あ

っ
て
も
、
自
然
と
共
生

す
る
心
を
失
わ
な
い
精

神
こ
そ
、
陸
前
高
田
市

の
未
来
を
切
り
開
く
モ

ッ
ト
ー
と
し
て
、
引
き

継
が
れ
て
い
く
も
の
と

思
い
ま
す
。

　
当
方
に
お
出
か
け
の

節
は
、
立
ち
寄
っ
て
復

興
の
海
辺
の
様
を
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。 （

次
回
は
一
関
支
部
）

　
組
合
青
年
部
の
第
27

回
通
常
総
会
が
６
月
８

日
㈮
ブ
ラ
ン
ニ
ュ
ー
北

上
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。

　
総
会
で
は
、
29
年
度

事
業
報
告
及
び
決
算
に

つ
い
て
審
議
が
な
さ

れ
、
満
場
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
30

年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
案
の
提
案
が
な

さ
れ
、
満
場
異
議
な
く

承
認
・
決
定
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
総
会
終
了
後

は
、
関
係
団
体
等
の
来

賓
及
び
メ
ー
カ
ー
代
理

店
関
係
者
等
数
多
く
の

参
加
に
よ
る
懇
親
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
第

３
回
技
能
競
技
全
国
大

会
、
東
北
大
会
出
場
に

向
け
て
日
々
練
習
を
重

ね
る
本
県
代
表
日
興
電

気　
佐
々
木
隼
さ
ん
の

激
励
会
も
兼
ね
た
会
場

は
熱
気
に
包
ま
れ
、
例

岩手県電気工事業工業組合青年部

第27回通常総会開催
技能競技大会出場の佐々木氏を激励

年
以
上
に
会
員
相
互
の

交
流
が
更
に
深
め
ら
れ

た
。

高橋青年部長

北田副理事長

礎
理
論
、

専
門
理
論

の
講
義
や

社
内
講
師

に
よ
る
設

計
技
術
、

保
守
技
術

な
ど
専
門

性
の
高
い

講
義
を
行

い
、
実
務

経
験
者
に
対
す
る
際
教

育
に
よ
り
高
度
な
技
術

レ
ベ
ル
の
確
保
を
目
指

し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
技
術
・

技
能
の
相
互
研
鑽
、
日

配電自動化シミュレーターの説明を受
ける参加者

頃
の
作
業
で
得
た
知
見

や
経
験
の
継
承
、
安
全

意
識
の
向
上
等
を
目
的

に
各
技
術
部
門
に
よ
る

技
能
大
会
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。

電設資材総合商社
架線金物・配電機器・送変電用碍子

金具製造・各種工具及び活線用防具

防護具・電線管及附属品・ダクト・その他

株式
会社中北電機

盛岡営業所 盛岡市津志田西2－3－13
 TEL （019）601－6838
 FAX （019）639－0058
　本　　社 仙台市若林区卸町東4－3－27
 電話（022）288－1000㈹
　営 業 所 青森営業所　秋田営業所
 山形営業所　福島営業所
 郡山営業所　新潟営業所
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岩
手
県
電
業
協
会
と

の
共
同
事
業
で
あ
る

「
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
２
０
１

８　
in
岩
手
」
が
、
本

年
度
協
会
が
担
当
と
な

り
７
月
６
日
㈮
午
前
10

時
〜
矢
巾
町
の
盛
岡
地

区
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。「
働
き
方
改
革

は
Ｉ
Ｔ
利
活
用
か
ら
！

最
新
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
体
験
会
」
を

テ
ー
マ
に
発
注
者
側
の

Ｉ
Ｔ
化
へ
の

対
応
を
図
る

と
と
も
に
、

Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
会
員
企

業
の
業
務
効

率
化
を
目
的

に
開
催
さ
れ

今
回
が
10
回

目
。
基
調
講

演
で
は
、「
公

的
支
援
制
度

活
用
勉
強

会
」
を
テ
ー
マ
に
社
員

教
育
等
に
用
い
る
公
的

支
援
制
度
の
活
用
方
法

を
解
説
。
担
当
者
が
、

各
種
助
成
制
度
の
申
請

ポ
イ
ン
ト
等
を
紹
介
し

た
。
各
出
展
メ
ー
カ
ー

　
今
年
11
月
30
日
東
京

両
国
国
技
館
に
お
い
て

第
３
回
電
気
工
事
技
能

競
技
全
国
大
会
を
開
催

す
る
。

　
回
を
重
ね
る
ご
と
に

電
気
工
事
業
界
に
止
ま

ら
ず
、
関
心
と
期
待
は

各
方
面
に
も
高
ま
る
一

方
で
あ
り
、
誠
に
喜
ば

し
い
限
り
で
あ
る
。
大

会
を
通
じ
て
電
気
工
事

業
界
へ
の
関
心
と
理
解

が
更
に
高
ま
る
事
を
期

待
し
て
い
る
。

　
折
か
ら
電
気
工
事
業

第
96
回
全
日
電
工
連
通
常
総
会

米
沢
会
長
の
あ
い
さ
つ
要
旨

界
は
政
府
の
未
来
投
資

戦
略
に
基
づ
き
、
経
済

発
展
と
社
会
的
課
題
解

決
と
を
目
指
す
超
ス
マ

ー
ト
社
会
の
具
現
化
が

迫
り
、
業
界
は
追
い
風

を
受
け
よ
う
と
し
て
い

る
。

　
家
庭
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
あ

ら
ゆ
る
モ
ノ
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
繋
が
る
時

代
と
な
る
だ
け
に
、
電

気
の
プ
ロ
と
し
て
お
客

様
に
多
様
な
提
案
が
で

き
る
格
好
の
機
会
。

　
こ
う
し
た
環
境
の
中

で
私
た
ち
電
気
工
事
業

の
今
後
の
進
む
べ
き
道

を
考
え
る
時
「
地
域
が

元
気
だ
か
ら
企
業
も
元

気
」
の
考
え
を
ベ
ー
ス

と
し
て
、
①
業
界
づ

く
り
、
②
人
づ
く

り
、
③
仕
事
づ
く
り

を
念
頭
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
組
合
事

業
を
展
開
す
る
事
が

重
要
。

　

目
指
す
方
向
は

「
お
客
様
目
線
で
進

取
の
業
界
」
を
指
向

し
、
技
能
競
技
大
会

を
通
じ
て
は
業
界
の
技

術
向
上
・
組
合
経
営
力

強
化
に
役
立
つ
方
策
・

事
業
を
展
開
し
た
い
。

　
全
国
の
組
合
の
皆
様

に
は
、
一
層
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
る
。

に
よ
る
製
品
紹
介
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
最

新
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使

し
た
製
品
紹
介
、
セ
ミ

ナ
ー
や
展
示
・
相
談

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け

ら
れ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
積

算
、
原
価
管
理
、
設
備

Ｃ
Ａ
Ｄ
電
子
小
黒
版
、

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改

革
・
人
事
・
労
務
・
勤

怠
管
理
な
ど
業
務
効
率

化
に
向
け
た
製
品
に
加

え
、
生
産
性
向
上
な
ど

に
つ
な
が
る
製
品
の
紹

介
が
あ
り
、
来
場
者
が

熱
心
に
担
当
者
の
説
明

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

本年も
県内工業系高校に対し
実習用資材贈呈

　
今
年
で
10
回
目
を
迎

え
る
県
内
工
業
系
高
校

「ＩＴフェア2018
 in 岩手」開催

　
こ
の
う
ち
、
産
業
技

術
短
期
大
学
校
水
沢
校

で
は
、
寄
贈
さ
れ
た
資

材
を
実
習
や
資
格
取
得

練
習
の
ほ
か
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
学
園

祭
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
使

用
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
と
て
も
あ
り
が
た

い
、
と
感
謝
の
意
を
述

べ
て
い
た
。

　
な
お
、
黒
沢
尻
工
業

高
校
と
釜
石
商
工
高
校

へ
の
寄
贈
は
こ
れ
か
ら

実
施
す
る
予
定
。

盛岡支部  7月5日㈭　盛岡工業高校へ

水沢支部・奥州支部  7月25日㈬
産業技術短期大学校水沢校へ

一関支部  7月4日㈬　千厩高校へ

久慈支部・二戸支部  7月5日㈭
福岡工業高校へ

宮古地区  7月3日㈫　宮古工業高校へ

水沢支部・奥州支部  7月25日㈬
水沢工業高校へ

一関支部  7月4日㈬　一関工業高校へ

大船渡支部  7月24日㈫
大船渡東高校へ

等
に
対
す
る
支
援
事
業

は
、
今
回
も
組
合
と
電

業
協
会
の
共
同
事
業
と

し
て
今
年
度
は
、
７
月

３
日
の
宮
古
工
業
を
皮

切
り
に
順
次
、
各
支
部

に
お
い
て
実
施
さ
れ

た
。

　
当
該
事
業
は
、
次
世

代
を
担
う
優
秀
な
電
気

工
事
技
術
者
・
技
能
者

の
育
成
と
銅
資
源
の
有

効
活
用
を
目
的
に
毎
年

こ
の
時
期
に
実
施
し
て

い
る
も
の
。

６月28日㈭
開　催

組
合

協
会 

共
通
だ
よ
り

岩手事業本部／〒020-0851 盛岡市向中野二丁目14番21号　☎019-631-2552
（事業所）盛岡・二戸・久慈・釜石・宮古・大船渡・水沢・一関・花北

当協会では、次の業務を行っております。

電気安全の確保に高度な組織力と技術力でサポート

・自家用電気工作物の保安管理業務
・自家用電気設備の試験業務
・省エネルギー、電気使用合理化な
どのコンサルティング

・高圧・低圧絶縁監視システムによ
る電気設備の24時間監視　　      

・一般用電気設備の定期調査業務と
受託検査業務

・電気使用安全の広報業務、技術業
務等

・デマンドweb 閲覧サービスによ
る最大電力、電力使用量の監視

一 般
財団法人東北電気保安協会

とっても でんきが ほっとする

《電設資材総合卸商社》

　　株式会社　三ツ星商会
本社　〒 020-0816　盛岡市中野２丁目 15－ 1
TEL（019）652-4141 ㈹　FAX（019）623-5248

《取扱品目》
オール電化機器（太陽光発電設備ＩＨクッキングヒーター・エコキュート・蓄熱暖房）の販売設置工
事／地上デジタルテレビ、空調機器（エアコン）等の販売並びに取付工事／ロードヒーター・システ
ムキッチン・照明器具・配線器具・電線ケーブル・配管電路資材・放送通信機器・防災防犯機器・受
配電設備機器・分電盤・キューピクル・トランス・リフォーム工事（ＯＡフロア）

【岩手支店】
盛岡営業所 〒020-0816 盛岡市中野２丁目 15－ 1
  TEL（019）652－ 4141
宮古営業所 〒027-0052 宮古市宮町３丁目 9－ 36
  TEL（0193）63－ 6443
【秋田支店】
秋田営業所 〒010-0918 秋田市泉南２丁目 14－ 1
  TEL（018）863－ 2411

花巻営業所 〒025-0091 花巻市西大通２丁目26－5
  TEL（0198）23－ 1800
釜石サービスセンター 〒026-0032 釜石市千鳥町２丁目 1－ 5
  TEL（0193）23－ 1188

横手営業所 〒013-0061 横手市横手町字上真山1番地
  TEL（0182）33－ 4711
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組
合
と
の
共
同
事
業

と
し
て
、
毎
年
行
っ
て

い
る
「
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
in 

岩
手
」
を
共
催
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
全
国
設

備
業
Ｉ
Ｔ
推
進
会
の

定
時
総
会

が
、
６
月

６
日
、
東

京
神
田
の

損
保
会
館

大
会
議
室

で
行
わ
れ

た
。

　

今
年
の

定
時
総
会

は
、
同
会

が
一
般
社

団
法
人
へ

法
人
移
行

し
て
か
ら
２
回
目
と
な

る
。
総
会
の
第
１
部
で

は
、
事
業
報
告
並
び
に

決
算
報
告
の
後
、
今
年

度
の
事
業
計
画
案
並
び

に
予
算
案
を
含
む
計
５

議
案
が
上
程
さ
れ
、
い

ず
れ
も
満
場
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

　

総
会
の
第
２
部
で

は
、
会
員
企
業
と
共
に

ご
来
賓
と
し
て
北
村
経

夫
参
議
院
議
員
や
全
国

各
地
の
電
気
及
び
管
工

事
組
合
理
事
長
等
35
名

が
参
加
し
て
行
わ
れ

た
。

　
犬
養
会
長
の
挨
拶
の

後
、
橋
本
代
表
理
事
か

ら
一
般
社
団
法
人
設
立

第
２
期
目
の
活
動
報
告

と
第
３
期 

活
動
計
画

が
述
べ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
７
つ
の
委
員

会
と
研
究
会
の
活
動
報

告
及
び
活
動
計
画
が
発

表
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
２
件
の
組
合

活
動
の
紹
介
、
そ
し
て

基
調
講
演
と
し
て
「
人

工
知
能
の
最
新
事
例
か

ら
学
ぶ
効
果
的
活
用

法
」
と
題
し
、
富
士
通

株
式
会
社
常
務
理
事 

首
席
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス

ト
中
山
五
輪
男
氏
が
講

演
さ
れ
た
。

　建設業労働災害防止協会（建災防）が厚生労働省から委託を受け行
っている「震災の復旧・復興工事安全衛生確保支援事業」では、復旧
工事や復興工事の現場で作業に従事される方々に、現場の安全衛生状
況の確認とワンポイント安全衛生教育する安全衛生巡回指導や２時間
の安全衛生教育を、使用するテキストを含め無料で、土日問わず各事
業所（現場）へ出向いて行っております。
　既に報道等でご承知のこととは存じますが、今年度の建設業におけ
る労働災害発生件数は、死亡災害を含め昨年を上回っております。
　元請けとして災害復興復旧工事を受注され施工されている会員企業
の皆様には是非ご活用いただき、安全作業に努めていただきたいと思
います。
　なお詳細については、建災防岩手支部内の岩手支援センター
（電話：019-652-7171）へお問い合わせください。

東日本大震災に係る復旧・復興工事安全衛生
支援事業のご案内

　
平
成
30
年
度
建
設
事

業
関
係
功
労
者
国
土
交

通
大
臣
表
彰
式
が
７
月

10
日
㈫
、
国
土
交
通
省

10
階
共
用
大
会
議
室
で

行
わ
れ
、
本
協
会
会
長

の
松
橋
武
志
氏
（
種
市

電
工
㈱
代
表
取
締
役
）

が
受
賞
し
た
。

　
多
年
に
わ
た
り
電
気

工
事
業
に
精
励
す
る
と

と
も
に
、
本
県
電
業
協

会
は
じ
め
関
係
団
体
の

役
員
と
し
て
地
方
電
気

工
事
業
界
の
発
展
に
寄

与
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
の
受
賞
。
本
県
か

ら
は
３
人
が
受
賞
し

た
。

おめでとうございます
松橋武志氏

国土交通大臣表彰受賞
（
一
社
）
全
国
設
備
業
Ｉ
Ｔ
推
進
会

定
時
総
会
開
催

　
一
般
社
団
法
人
　

岩
手
県
電
業
協
会

　
協
会
だ
よ
り

くらしに明るい未来を創造する

本社 / 宮城県仙台市宮城野区日の出町 2-2-13
岩沼本社 / 宮城県岩沼市押分字南谷地 86-5
TEL:0223-25-6701 FAX:0223-23-7401

盛岡営業所・花巻営業所・水沢営業所・大船渡営業所

【取扱商品】
電気設備資材　ＬＥＤ照明器具　住宅設備 / 建材　空調設備機器

太陽光発電システム　省エネ設備機器　通信設備機器　防犯設備機器

ISO9001：2000　認証取得（本社・工場・仙台支店）

古川電気工業株式会社
本社 ･ 工場 ： 〒983-0034　仙台市宮城野区扇町二丁目１番10号
  TEL 022-236-6031㈹　FAX 022-236-7030
北日本支店 : 〒020-0816　盛岡市中野一丁目17-7
  TEL 019-623-6421㈹　FAX 019-624-1536
支店･営業所 ： 仙台・郡山・東京・横浜・システム事業部・栃木
   川崎・大阪・名古屋・札幌
  URL：http://www.furukawa-denki.com 

「人間の暮らしを豊かにする」をテーマに人々の暮らしに
役立ち社会に貢献し信頼を得て発展する企業を目指します。

＝受配電盤 /制御システム /Lon Works Ⓡ＝

本　　　社　盛岡市開運橋通４－10 TEL 019－653－2211㈹
本社業務地　紫波郡矢巾町流通センター TEL 019－637－2323㈹
営　業　所　盛岡・盛岡北・花巻・北上・水沢・一関・宮古・釜石・大船渡・

八戸・青森・秋田・鹿角・仙台・石巻・気仙沼・古川

株式会社 岩　　　電

電材流通の責務に徹して

電気・設備　総合卸商社

電気設備材料　住宅設備材料　家電機器　床暖房システム　重電機器
情報通信機器　防災設備機器　制御機器　空調設備機器　配電盤製作

取　　扱　　商　　品

《自家用電気設備の保安管理を承ります》

※高圧で受電する施設の全般

※総出力２０００kw未満の発電施設の全般

まかせて安心、 電気保安のパートナー

一般社団法人　東北電気管理技術者協会
協会ホームページ　http://www.eme-tohoku.com/

岩手県支部  事務局／滝沢市穴口 275-11

TEL 019-613-2728　FAX 019-641-9428

連絡所／盛岡市・二戸市・花巻市・奥州市・一関市・久慈市・宮古市・釜石市・大船渡市


